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毎
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す

。

現
在
町
内
に
は
「
鳥
獣
保
護
区
」

「
休
猟
区
」
「
銃
猟
禁
止
区
域
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

。

狩
猟
を
さ
れ
る
方
は
、
狩
猟
に
伴
う
危
険
防
止
に
特
に
配
慮
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う

。

な
お
、
無
許
可
の
「
わ
な
」
は
、
大
変
危
険
な
う
え
に
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
の
妨
げ
に
も
な
り

ま
す
。

有
資
格
者
に
よ
る
適
正
な
物
以
外
は
絶
対
に
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い

。

(注)

It~ケ森ふるさと公園」は、入園者

の安全確保のため、狩猟者の立入を

禁止しております。

-鳥獣保護区等において、野猿、イノ

シシ等により農林作物に対し著しい

被害が発生する場合には、有害鳥獣

駆除を実施することができます。

う品珪

山

河

野

松瀬

区域名 地区名 内 n台~守 設定期間

鳥獣保護区 船野 山
鳥獣の積極的な保護増殖を図るため、 10年間 平成 3 年11月 1 日から

鳥獣の捕獲を禁止する。 平成13年10月 31 日まで

イ木 5単 区 白 猪
狩猟鳥獣の生息数の自然的回復を促進するた 平成10年11月 1 日から

め、 3 年間鳥獣の捕獲を禁止する 。 平成13年10月 31 日まで

銃猟禁止区域
銃猟による危険を未然に防止し、また静ひっ 平成 3 年11月 1 日から

前松瀬 川 を守るため、 10年間銃猟による鳥獣の捕獲を
禁止する 。

平成13年10月 31 日まで

.. ‘ 



記逗ce年末の交通事故止

12月は交通事故死者数が最も多い時期です。

過去 5 年間の死亡事故の平均は、 11月が12.4%、

12月 18.8%と、この 2 カ月で年間の31.2%を占め
ています。

人の移動が最も頻繁な12月、ゆとりをもった

運転と安全最優先の歩行を心掛けましょう 。

ゆとりを色つ抱運転と

寄全最優先の歩行を

ド
ラ
イ
バ
ー
の

注
意
点

0
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も
ゆ
と

り
の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
る

仕
事
の
関
係
な
ど
で
時
間
的
、

精
神
的
に
焦
り
が
あ
る
と
き
ほ

と

事
故
は
発
生
し
や
す
い
も
の
。

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し

、

車

ま
た
車
間
距
離
も

線
を
守
り

、

十
分
に
と
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ

ぅ

。

ゆ
と
り
が
な
い
と
き
は
、
逆

に
運
転
手

」

控
え
る
く
ら
い
の
心

構
え
で
い
ま
し
ょ
う

。

O
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
、
必
ず
し
め
る

統
計
に
よ
る
と

、

乗
車
中
の

事
故
で
死
亡
し
た
人
の
う
ち
約

七
割
は
シ
l

ト
ベ
ル
ト
を

着
用

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
の

っ
ち
の
約
四
割
の
人
が
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し

め
て
い
れ
ば
助

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も

ち
ろ
ん

、

車

に
乗
っ
た
全
員
が
正
し
く
着
用

1
ν
土
J
5
1し
ト
」?
っ
ノ。

O
た
と
え
少
量
で
も
、

お
酒
を
飲

ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な
い

年
末
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年

会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
な

り

ま
す
。

「少
し
の
お
酒
な

ら
大
丈
夫
」
と
考
え
る
こ
と
自

体
、

す
で
に
正
し
い
判
断
能
力

を
失
っ
て

い
る
証
拠
で
す
。

O
高
齢
者
の
立
場
に
な

っ

て
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を

交
通
事
故
で

亡
く
な

る
高
齢
者
が
増
え
て
い

ま
す
。

平
成
九
年
で
は
、

交
通
事
故
死
者
数
の
約

三
割
が
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
層
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
も

、

高
齢
者
の
立
場

に
な

っ

て
、

ぜ
ひ
、
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
を

正しいシートベルトの着け方

ー
し
土
品
!
し
卜
J品
、
つノ
。

高
齢
歩
行
者
や
も
み
じ
マ

ー

ク
の
自
動
車
の
近
く
を
通
る
と

き
に
は
、
十
分
な
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

75歳以上の ドライハ
は、 自動車に「高齢運
転者標識(もみじマー
ク )J をつけましょう

歩
行
者
の注

意
点

O
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
遠

回
り
で
も
必
ず
横
断
歩
道
や
歩

道
橋
を
渡
る

横
断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で

の
飛
び
出
し
ゃ
車
の
直
前

、

直

後
の
横
断
は
非
常
に
危
険
で
す

。

た
と
え

急
い
で
い
て
も
、
安
全

を
最
優
先
し
ま
し
ょ
う

。

O
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
で
も
、

左
右
の
安
全
を
確
認
す
る

横
断
中
で
も
安
全
を
確
か
め

な
が
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

年末年始の交通安全県民運動

から

まで

(月)
(日)

平成10年12月 21 日
平成11年 1 月 10 日

間][期

1.高齢者の交通事故防止

2.シートベルトの着用の徹底
3.飲酒・無謀運転の追放

[運動の重点]

O
夜
間
に
歩
い
た
り
、

自
転
車
に

乗
っ

た
り
す
る
と
き
は
、

材
用
品
の
利
用
を

反
射

高
齢
に
な
る
に
つ
れ

、

身
体

能
力
が
次
第
に
落
ち
て
き
ま
す

。

す
る
た
め
、

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

」h
X日
引
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J
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十
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'
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l
t
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」
匹
、
つ
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。

反
射
材
用
品
を
身
に
つ
け
ま
し



サ
ラ
リ
ー
マ
‘

給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
に

対
す
る
所
得
税

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、

毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ

、

十
二
月
に

年
末
調

整
で
精
算
さ
れ
ま
す

。

〈
月
々
の
源
泉
徴
収

〉

毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か

ら

源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
は

、

「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
」
に

よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

〈
年
末
調
整
〉

一
年
間

の
給
与
総
額
に
対
す
る

所
得
税
額
と
毎
月
の
給
与
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計
額

は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り

、
必

ず
し
も

一
致
し
ま
せ
ん
。

①
結
婚
や
出
産
な
ど
に
よ
り
年
の

中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ

る
場
合
が
あ
る
。

税

②
生
命
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
特

別
控
除
な
ど
は
年
末
に

一
度
に

控
除
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

こ

の
た
め

、
そ

の
年
の
最
後
の

給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き
に

、

過
不
足
額
の
精
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ

れ
を
年
末
調
整
と
い
い
ま
す

。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年

末
調
整
に
よ
っ
て

一
年
間
の
所
得

税
の
納
税
が
完
了
し
確
定
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

確
定
申
告

O
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
も

、

次
の
よ

う
な
人
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
年
収
が

、

二
千
万
円
を

超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

斜始

所
得
金
額
(
収
入
金
額
か
ら

必

要
経
費
を
控
除
し
た
後
の
金
額
)

の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人

③
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る

人

O
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い

人
で
も

、

次
の
よ
う
な
場
合
は

、

確
定
申
告
を
す
る
と
淑
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
告
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点
な
ど

①
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉

徴
収
票
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

②
控
除
の
種
類
に
応
じ
て
領
収
書

や
証
明
書
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

③
送
付
申
告
を
す
る
場
合
に
は

、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が

二
十
万

円
以
下
で
あ

っ

て
も

、

そ
れ
を

含
め
て
計
算
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

④
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書

は
二
月
十
六
日
前
で
も
提
出
で

き
ま
す
。

⑤
還
付
金
の
受
取
は
銀
行
な
ど
の

預
貯
金
口
座
へ
の
振
込
み
が

、

ま
た
納
税
は
預
貯
金
口
座
か
ら

の
振
替
納
税
が
便
利
で
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

年
末
調
整
や
確
定
申

告
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、

川
内
町
役
場
税
務
課

E
9
6
6

・
2
2
2
2

ま
で

a‘ 

①
マ
イ
ホ

ー
ム

を
ロ
l
ン
な
ど

で
取
得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

⑤
年
の
中
途
で
退
職
し

、

再
就

職
し
て
い
な
い
場
合

⑤
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控

除
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る

場
合



⑮⑧⑧⑧ 

老齢基礎年金の繰り上げ請求

ちょっと待ったf
ホントにいいんですか?

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る

の
は

、

原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か

ら
で
す
が

、

希
望
す
れ
ば
六
十
歳

か
ら
繰
り

上
げ
て
年
金
を
受
給
す

る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
制
約
が
あ
り
ま

す
。

①
繰
り
上
げ
受
給
を
希
望
さ
れ
た

と
き
の
年
齢
に
よ

っ
て

、

一
定

割
合
の
額
が

一
生
涯
支
給
停
止

さ

れ
ま
す
。

②
他
の
被
用

者
年
金
制

度
の
特
別

支
給
の
老

齢
給
付
の

支
給
が
停

止
さ
れ
ま

す
。

③
繰
り
上
げ

主
円
品K
-
P
M
友
，
­
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4
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v

判
明
し
た

障
害
基
礎

年
金
の
受

A
P官
権
怯
+
」
匹
、

i
J
f
i
 

原
則
と
し

て
発
生
し

ま
せ
ん
。

④
寡
婦
年
金

100 
% 

j〆

/
O
-

〆

ハ
時/
-

イ

1

1
-

一

ノ

B

〆

E

'hi
-
-

89 
% 

「 一一 - f ! 
: 28; : 
'%: I 

: 35: : 
, n ノ I

i yol; 

//〆〆1

f--fl 

I 42 I : 
I 0/ ~ 
l/D;l 

「
ー
減
額
率

の
受
給
権
は
、
消
滅
し
ま
す
。

①
厚
生
年
金
保
険
等
被
用
者
年
金

制
度
の
被
保
険

者

(国
民
年
金

第
二
号
被
保
険

者
)
で
あ
る
期

間
は
、
年

金
が
支
給
停
止
さ
れ

ま
す
よ
昭
和
十
六
年
四
月

一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

)

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請

求
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
し
て

く
だ
さ
い

。

65歳64歳

80 
% 

63歳

72 
% 

62歳

65 
% 

61 歳

58 
% 

60歳

支
給
率
|
|
L

繰り上げ支給

国保の
適正運自のためにも、

保険税は
期固までに
納めましよう口



町職員の給与及び定員管理等の
状況について公表します

町職員の給与・定員管理等の状況は次のとおりです。

(1 )人件費の状況(普通会計決算)

住民基本台帳人口
(平成10年 3 月 31 日現在)

歳出額
(A) 

実質収支
人件費
(B) 

人件費率
(B/ A) 

(参考)
8 年度の人件費率

15.7% 

注) 人件費には 、特別職に

支給される給料、報酬

等を含みます。

10 ，988人 6、488 ，570千円 I 2 1 3 ，822千円 I 887 ，908千円 I 13.7% 

( 2 )職員給与費の状況(普通会計予算)
給

区分 職員数 (A)
与 費 手

に

。

職

o
算
す

退
ん
予
で

は
せ
初
額

に
ま
当
た

当
み
は
れ

手
含

費
さ

員
を
与
上

職
当
給
計

注
注

車
貫

一

齢
制

一同

削
/
一
昨

当

B

一
后

人
(

一

5

キヰ 職員手当 | 期末 ・ 勤勉手当 | 計 ( B )

附9千円 I 196司附10年度 118人 415司275千円

( 3 )職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(平成9年4月 1 日現在)

区分
一般行政職 技能・労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

川内町 289 ，200円 336 ，000円 39.1 歳 211 ，700円 228 ，900円 46.0歳

国 309 ， 392円 ~I 39.1 歳 280 ， 347円 ~ 47.8歳

(4 )職員の初任給の状況(平成10年4月 1 日現在)

区 分
)11 内 町 国

決定初任給 採用2年経過日 *gm~ 決定初任給 採用2年経過日給料額

大学卒 162，500円 179司800円 173 ，000円 187 ，000円
般行政職

高校卒 140，700円 150 ，500円 140 ，700円 150 ，500円

( 5 )職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成10年4月 1 日現在)
区 分 | 経験年数10年~15年 | 経験年数15年~20年 | 経験年数20年~25年|注)経験年数とは、卒業後

直ちに採用され引き続

き勤務している場合は 、
採用後の年数をいいま

244 ， 100円 328 ， 100円 364 ，400円

198 ， 100円 271 司800円 319 ，900円
す 。

( 6 )一般行政職の級別職員数の状況(平成10年4月 1 日現在)

区 分 1 級 2 級 3 *..& 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
言十

標準的な職務内容 主事補 ・技師補 主事・技師 主任 主査・係長 専門員 課長補佐 課長 課長

職 員 数 5 人 17人 14人 1 8人 12人 11 人 10人 2人 89人

構 成 比 5.6% 19.1% 15.7% 20.2% 13.5% 12.4% 11.2% 2.3% 100% 

参考 い年間の構成比 6.7% 21.1 % 15.6% 24.4% 5.6% 14.4% 10.0% 2.2% 100% 

注) J 川内町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
注)標準的な職務内容とは 、 それぞれの級に該当する代表的な職務です。



( 7 )職員手当の状況

区分 内容 (平成10年 4 月 1 日 現在) 国の制度との異同 区分 川内町 国

交通用具使用の場合 ( 2 k m以

上~25k m未満のみ記載)
通
02 k m 以上~5km未満 2， 000円

勤
05 k m 以上~ 1 0k m未満 4 ， 100円 同 じ

手
010k m以上~15k m未満 6，500円

当
015 k m 以上~20k m未満 8 ，900円

020k m 以上~25k m未満 11 ，300円

( 9 年度支給割合) ( 9 年度支給割合)

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手当 6 月期 1.6月分 0.6月分 6 月期 1.6月分 0.6月分

12月期 1.9月分 0.6月分 12月期 1.9月分 0.6月分

3 月期 0.55月分 月分 3 月期 0.55月分 一月分

勤勉手当 E十 4 .05月分 1.2月分 4.05月分 1.2月分

職制上の段階 、 職務の 職制上の段階 、 職務の

級等による加算措置 有 級等による加算措置 有

区 分 全職種 (支給率) 自己都合 勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 2 1.0月分 28.875月分 勤続20年 2 1.0月分 28目875月分

職員全体に占める手当支給職員の割合 16.8% 勤続25年 33.75月分 44目55月 分 勤続25年 33 .75月 分 44.55月 分

特殊勤務 勤続35年 47 . 5月分 62.7月 分 勤続35年 47. 5月 分 62.7月 分

支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 80司400円

手 当
退職手当

最高限度額 60.0月分 62.7月分 最高限度額 60 .0月分 62.7月 分

そ の他の加算措置 その他の加算措置

手当の種類 (手当数) 10 定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

( 9 年度)
町税徴収事務手当、 国土調査手

(2 %~20何加算) ( 2 何~20何加算)

退職時特別昇給 1 号給 退職時特別昇給 1 号俸
代表的な 当、伝染病防疫手当 、 行旅病人

等処置手当 、 保育所保母手当、

手当の名称 有線放送業務手当 、 簡易水道手 区分 内容 (平成10年 4 月 1 日現在) 国の制度との異同

当、野犬等処理手当

時間外
支給総額 21 司603千円

勤務手当
9 年度

職員 1 人当たりの支給年額 172千円

配偶者 1 6 ，000円

扶養親族 2 人まで 5宅500円

扶養手当が支給されない

t夫 配偶者を有する場合の扶

養 養親族のうち 1 人 6 ，500円

配偶者のない職員の扶養 同じ

( 8 )特別職の報酬等の状況(平成10年4月 1 日現在)
手

親族のうち 1 人 11 ，000円

区 分 給料月額等

品会
町 長 802 ，000円

助 千生 640，000円
半ヰ
収入役 593，000円

幸日
議 長 287司000円

副議長 224司000円
酬

議 員 205 ，000円

6月期 1.6月分
員月 町 長

1.9月分末 1 2月期

手当 B力 f生
3月期 0.55月分

H 
収入役

計 4.05月分
9 

年度支 6月期 1.6月 分
E義 長

12月期 1.9月分

給割 副議長
3月期 0.55月分

.6、 議 員
4.05月分8コ 言十

当 その他の扶養親族 2，000円

満16歳年度初めから満22

歳年度末までの間にある

子 1 人につき加算 4 ，000円

持家居住者

新築・購入後 5 年間 2，500円

その他 1 司000円

住 借家 ・借問居住者

0 月額23，000円以下の家賃を支払

っ ている職員

居 家賃の月額から12 ，000円を控除した額

0月額23 ，000円を超える家賃を支 同じ

手
払っ ている職員

家賃の月額から 23司000円 を控除

した額の 2分の 1 ( その控除した

当 額の 2 分の 1 が1 6司000円を超える

ときは 、 16 ，000円 ) を 11 司000円に

加算した額

0最高支給限度額 27，000円

a・‘



②定員適正化計画の年次別進捗状況 (実績) の内訳 ( 9 )部門別職員数の状況と主な増減理由 (各年4月 1 日現在)

区分
8年 9年

計画前年 1 年目

減員/ 。

議
増員 / 。

差引/ 。
d会担、

コヌ7

職員数 2 2 

i成員/ 。

増員 / 。

務
差引 じ/ 。

職員数 15 15 

ィiヘι 
減員/ 

画 増員 / 。

E周 差引/ ム1
整
職員数 5 4 

税
減員 1/ 。

増員 /

務
差引 / 
職員数 5 6 

民
減員/ 
増員 レ/

生
差引 / 
職員数 19 20 

i卑~r
i成員 / 。

増員1/ 。

生
差引 / 。

職員数 9 9 

匡盛包ミ
i成員/ 。

林水 増員/ 。

差引 / 。

産
職員数 20 20 

商
i成員 / 。

増員v 。
工
差引 / 。

職員数

土
減員 / 。

増員/ 。

差引 /11 0
木 職員数 1 10 11 10 

10年 11 年 1 2年 1 3年 HO年

2年目 3年目 4年目 5年目
。 / / /1 0 
。 / / / 。
。 / / 。
2v 7 / 2 
。 / / /1 0 
。 7 / / 。
。 / / 。
15 1/ 7 1/ 15 
。 / / /1 1 
。 7 / / 。
。 / / / ム1

4 1/ 7 / 4 
。 / / /1 0 
。 / / / 
。 / / 
6 1/ / d 6 
/ / /1 0 

。 / / 
。
/ 7 
2�V 1/ 1/ 20 
。 / / /1 0 
。 / / / 。
。 / 7 / 。
9 1/ / 1/ 9 

2 / / /1 2 
2 / / / 2 
。 / / 。
20 1/ / / 20 
。 / / /1 0 
。 7 / / 。
。 / / 。

1 1/ 1/ 1/ 
。 / / /1 0 
。 / / / 。
。 / / / 。

lOl7 V 1/ 10 

事由の概要

(減員事由 )

(増員事由 )

(減員事由 )

(増員事由)

(減員事由 )

温柔施設事務l~管

(増員事由)

(減員事由 )

(増員事由 )

滞納整理強化

(減員事由 )

(増員事由)

温泉施設事務増

(減員事由)

(増員事由)

(減員事由 )

県営圏場整借完了

(増員事由 )

中山自由緒*~~詩

(減員事由)

(増員事由 )

(減員事由)

(増員事由 )

て\ 職員数 対前年

平成9年平成10年 増減数
主な増減理由

議会部門 2 2 

総務部門 19 19 

税務部門 6 6 

行
民生部門 20 20 

政
衛生部門 9 9 

吉日 農林水産部門 20 20 

門 商工部門

土木部門 10 10 

IJ 、言十 87 87 。

特別
教育部門 29 31 

給食センター配食減

行政
2 

幼稚園3年保育増

部門 IN十 29 31 2 

ム，、\ρ昌~ 水道部門 4 4 

企業 下水道部門 3 3 

会計 その他部門 3 3 

部門 1 J \日十 10 10 
.6. 百十 126 128 2 Eコ

注) 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有
する休職者、 派遣職員などを含み、 臨時又は非常勤職員を除いて

います。

。 0)定員適正化計画の進捗状況
①定員適正化計画の年次別進捗状況 (実績)の概要 (各年4月 1 日現在)

区分
8年 9年 10年 11 年 1 2年 13年 9~10年

計画前年 1 年目 2年目 3年目 4年目 5年目 言十

減員 / 2 。 / / / 2 
両立 増員 / 3 。 / / / 3 
行 差引 /" 。 / / / 
政
職員数 86 87 87 1/ 1/ 1/ 87 1 

注) 計画期間は、 9年から 1 3年までの5年間です。

あなたの一票が愛媛を決める!

愛媛県知事選挙
~こぞって投票しましよう~

(不在者投票は、 12月 17日から1 月 2日まで) 投票日 1 月3日(日〉



it九桔宅・ 講\..<場L¥'t itませ九台

主 催:川内町中央公民館・川内町教育委員会
とき/12月 13日 ( 日)[雨天順延20日 ]

受付9 :00~9 : 30 (中央公民館)

開会式9:30~9:50 (説明会もあり)

競技1 0:00~12 : 00

ところ/中央公民館スター卜
内 容/5km程度のコスを、指示図に従って、問題を解き

ながらグループで歩き、問題得点と時間得点の合計

点で・競う野外ゲーム。

クラス

グループ2~4名で情成する。

*家族組 (小学生または幼児を含む家族)

*小学生組 (4年生以上。小学生低学年は、保護者

同伴。 )

女一般組 (中学生を含む)

表 彰/各クラス上位入賞者を表彰いたし
ます。

参加申込・問い合わせ先/

川内町教育委員会

ft966-4721 
※①小雨決行。 中止の場合は、 朝の無線放

送(6 : 30 )の後、臨時放送によりお知らせ

します。

②服装は/\イキンクのできる程度のもので、

雨具・筆記用具を持参してくださし、。

①競技中は、一般道路も使用するため、 事

故には十分注意してください。

12月のイベン卜

と き/12月6日 (日 ) 小雨決行
ところ/相之谷~添谷のウオーク
参加資格/川内町在住の方

募集人員/申込順1 00名 (参加者には記念品あり)
(ウォーキンク‘スケジ、ユ-)レ)

8:50 川内町中央公民館集合

オ
ー
ク

9:00 開会

9:10 エアロビクスインストラクターによる「冬のウォーキンクj

の講習

10:00 出発 (中央公民館から/ \'スにで、丹原町干原まで移動)

10:30 丹原町平原カ3ら梅ヶ峠まで‘ウォーキンク約3.5km

11 :30 梅ヶ峠到着後、閉会

11 :50 パスにて中央公民館まで

12:00 解散

。
。
。

口申込方法
1 2月 1 日 (火) まで川内町福祉課

までお申し込みください。

(福祉課~966-2222 内線⑤又は⑧)

※当日、雨天の場合は、中央公民館大ホールで

ウォーキンクの指導及び健康づくりに役立つ

簡単な運動について知識を深めていただきま

す。 (ウォーキンク、は中止)

※準備品につし、ては、水筒や雨具などお気づき

のものを各自ご準備くださし、。

二地域農政研修会二
口日時 1 2月3日 (木)

午後1 時30分~3時30分

口場 所 中央公民館 2F 第1会議室

定D口内 容 講義

flJ 
「虫と農作物のかかわりJ

講師愛媛大学農学部教授

大林延夫先生

※芯お、参加料は無料です。 どなたでもお気軽にと参加ください。
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心
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読
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い
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な
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感
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心
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ら
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、
よ
り
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か
な
知
識
や
感
性
を

育
て
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栄
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の

一
つ
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
そ
の
感
動
が
読
み
手
に
も

ぐ
ん
ぐ
ん
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な

心
豊
か
な
感
想
文
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
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の
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で
は

、

自

分
の
身
の
回
り
の
出
来
事
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体
験

す然てを
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き
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懸
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。
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過
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ま
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つ
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も
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り
越
え
精

一
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生
き
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の
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に
感
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が
ら
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か
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考

え
さ
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ら
れ
る
作
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で
し
た
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字
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思
議
さ
が
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文
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で
表
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さ
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て
お
り
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読
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者
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
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。

高
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主
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。

中
学
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主
人
公
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方
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が
ら
も
自
分

の
将
来
に
つ
い
て

、

自
分
ら
し
く

川
上
小
学
校
教
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能
回

富
子

ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
に
も

当
て

は
ま
る
今
日
で
す
。

今
回
の
感
想
文
は
、
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、
読

む
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

、

楽
し
さ

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
ば
か
り
で
し
た

。
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置
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、
時
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一
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土
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こ
ま
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て
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と
常
に
本
と
触
れ
合
っ
て
い
た
い

も
の
、
だ
と
思
い
ま
す
。
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世
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多
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重
す
る

こ
と
が
根
源
と
の
熱
い
思
い
から

生
ま
れ
た
宣
言
で
す
。

こ
の
日
を
記
念
し
て

、

ロ
月
叩

日
を
「
世
界
人
権
デ
l

」
と
し
た

も
の
で

、

日
本
で
も
、
立
月
4

日

か
ら
叩
日
ま
で
を
人
権
週
間
と
し

て
啓
発
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

《世
界
人
権
宣
言
》

三
十
条
か
ら
な
り
、
前
文
で
ポ
人

間
の
尊
厳
、
自
由
、
平
等
を
人
類

固
有
の
権
利
」
と
宣
言
し
、
第
一

条
に
は
「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生

人
格
デ
l

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ

る
。

人
間
は
理
性
と
良

心
を
授
け

ら
れ
て
お
り

、

互
い
に
同
胞
の
精

神
を
も

っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

」
第
二
条
で
は
「
人
種
、

皮
膚
の
色
、
性

、

言
語
、
宗
教
、
政

治
上
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く
は

社
会
的
出
身
、
財

産
、

門
地
そ
の

他
の
地
位
」
な
ど
に
よ
る

差
別
の

禁
止
を
規
定
し
、
自
由
、
平
等
、
無

差
別
の
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。

《人
権
と
は
》

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
持
ち
、
人
ら
し
く
生
き
て

い
く
た
め
の
、
誰
か
ら
も
侵
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
権
利
で
す

。

日
本
国
憲
法
は
、
国
民
の

基
本

的
人
権
と
し
て
、

一
人

一
人
が
自

由
に
生
き
る
た
め
の
権
利
と
し
て

の
「
自
由
権
」
、
人
種
・
信
条
・

性
別

・

社
会
的
身

分

・
門
地
な
ど

に
よ
り
差
別
さ
れ
な
い
と
す
る
「
法

の
下
の
平
等
」
、
さ

ら
に

、
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
こ
と
を
保
障
す
る
「
生
存
権
」

や
教
育
を
受
け
る
権
利
、
勤
労
の

権
利
、
労
働
三
権
な
ど
の
「
社
会

権
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

《新
た
な
取
組
み

》

わ
が
国
で
は

、

同
和
問
題
を
我

国
固
有
の
人
権
問
題
と
し
て

、

そ

の
解
消
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
特

別
対
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が

、

そ
の
教
育
・
啓
発
に
つ
い
て
は
人

権
と
い
う
観
点
か
ら
再

梢
成
し
て

推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

そ
れ
は
、
平
成
9

年
3

月
に

「
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
」
が
施
行

さ
れ
、
人
権
教
育
、
啓
発
の
推
進
、

人
権
侵
害
の
被
害
者
救
済
等
の
施

策
を
推
進
す
る

こ
と
に
な
り
、
さ

ら
に

、

平
成
9

年
7

月
に
は

「
人

権
教
育
の
た
め
の
国
連

山
年
」
国

内
行
動
計
画
が
発

表
さ
れ

、

そ
れ

に
基
づ
く
人
権
啓
発
を
推
進
す
る

こ
と
に
な

り
ま
し
た

。

《
「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連

日
年
」
の
推
進
》

国
連
で
は
平
成

7

年
か
ら
平
成

同
年
の
旧
年
間
を
「
人
権
教
育
の

た
め
の
国
連
叩
年
」
と
す
る
こ
と

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

人
が
大
切

に
さ
れ
る

二
十

一
世
紀
を
構
築
す

る
た
め
で
す

。

こ
れ
を
受
け
て
、
わ
が
国
で
は

内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
日
年

推
進
本
部

」
を
設
置
し
ま
し
た

。

そ
し
て

、

平
成
9

年
7

月
に
「
人

権
教
育
の
た
め
の
国
連
日
年
国
内

行
動
計
画
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
「
囲
内
行
動
計
画
」

要
な
人
権
問
題
は

の
重

⑩ ⑦ ③⑦⑥⑤④①②① 

f

、
L
ト
」

」I
Y
Mに

子
ど
も

高
齢
者

障
害
者

同
和
問
題

ア
イ
ヌ
の
人
々

外
国
人

H
I
V

感
染
者
等

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

そ
の
他

と
な
っ
て
い
ま
す

。

そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
問
題
点
に

つ
い
て
、
法
の
下
の
平
等

、
個
人

の
尊
厳
と
い
う
普
遍

的
な
視
点
か

ら
人
権
教
育
を
進
め
る

こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

o 0 0 0 0 i 
人
権
エ
チ
ケ
ッ
ト

t
i
l
l
J

「
女
性
だ
か
ら
」
と
決

一

め
た
言
い
方
改
め
よ
う

。
一

「子
ど
も
の
く

せ
に
」

一

も
考
え
て
。

一

高
齢
者
へ
の
敬
語
は
心

一

か
ら

、

普
段
か
ら
。

一

障
害
者
の
心
に
な

っ
て

一

手
を

伸
べ
よ
う

。

一

偏
見

、

噂
で
人
を
見
る

一

こ
と

や
め
ま
し

ょ

う
。

一

l
i
l
-
-
l
i
l
L
 



力メラレポート

地区別同和教育研究協議会
10月27 ・ 28日の両日、川内町で地区別

同和教育研究協議会が開催されました。

教育、 行政、職域、各種団体関係者な

ど約450名が参加して、 l日目、公開保育・

授業と部会が、2日目には、中央公民館で

全体会と分散会が行われました。

全体会では、園児による「手話コーラスJ、

川 内中学生による「人権劇」が上演され、

会場を埋めた参加者から盛大な拍手を浴
びていました。

‘ためとも祭り
11月 1 EI 、 滑川で恒例のためとも祭り

が開催されました。

周辺の木々が少し色づき始めた会

場には大勢の人が訪れ、つりぼりや弓

の言式射、バーベキューなとεを楽しみ、秋

の一日を満喫しました。

‘, Q
U
 

G.V 
袋
小

クレボス
会

媛
大
愛
県

1 1月 l 日、愛媛スポレク祭 '98愛媛大会が行われ、川内
町は、バレーボール女子 (成年女子2部)が優勝するなど
以下の好成績を収めました。

優勝 バレーボール女子(成年女子2部)
第3位 ゲートコルフ 黒川亀房さん (個人)
第4位 レクバレー女子 (女性I部Bソ~"-ン )

山 嶺 陽 木 石
む、 車工 :曳 蕗

4 白猪の滝まつりfご 葉 光 れ 咲
三J宝もL の 白 る 日 、、

深 .m‘ 山 て タT.Iヨ、」 11月 3日、 河之内問屋で、白猪の滝まつりヲ式ー

ゐミ の の '白にふ ~jと
見 影動 斜 Jコ の が行われました。
え 面 当 日 句 好天に恵まれ、大勢の人が白猪の滝を
l t 功、 や ゐ 手口

訪れ、 思い思いに写真を撮ったり、 j竜を見弘、、

枯 た の ムエ品、、
日g る 尾 片止に、 j受 ながら食事をしたりしていました。
手よ 花 三ふ ま

また、滝入り口広場の特設会場では、餅葉 基 リ賞
均月 匂 まきやおにぎりの無料サービス、地元農産

物の即売なと手が行われ、 終日にぎわいま1辰 千 史 水 ~ ~ 
j羊 世 子 稜 喜 社 した。

.,. 



力メラレポート

木次町(姉妹町)
特産自コーナー

すべて完売と
なりました。

素人のど自慢

大会 11/7 

(歴代チャンピ
オン大会)

文

ft 
祭

高
橋
竹
山
津
軽
三
昧
線

演
奏
会
什

/
げ

哀
愁
を
お
び
た
三
味
は
、
会
場

の
聴
衆
を
魅
了
し
ま

し
た
。

、化奈芸能発表

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

防火デ一
秋の全国火災予防週間中の11月 15日、防

火デ一行事が行われました。

早朝、川内中学校グランドに集合した消防
団員は、規律訓練に取り組んだ後、 IUT内全域
を防火パレードし、防火意識の高揚を11乎びか

けました。

4 

ふるさとウォーキンク h
&ウォッチンク、in 井内'

11月 15円、井内でワークショップ「ふるさとウォーキング&ウォ yチンク'ìn :J:1ニ内 J

が開催されました。
まず地域住民ら約80人州班に分かれてウォーキング 。 地域のよい所、悪い

所を点検してまわり、昼食の後、点検箇所と点検事項を地図で示し、班別に発

表しました。
参加した人たちは、普段気づかなかった地域の実情を知り、改めて地域を

見直していました。

4�  



敬
老
の
家
事
業

十
月
二
十
五
日
、
共
同

募
金
配
分
事

業
に
よ
る
敬
老
の
家
事
業
が
福
祉
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

独
居
高
齢
者
五
十
名
と
福
祉
関
係
者

二
十
六
名
が
参
加
し
て

、

ま
ず
交
通
安

全
教
室
が
聞
か
れ
ま
し
た

。

松
山
南
警
察
署
交
通
課
職
員
や
セ

1

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

フ
テ
ィ

l

リ
ー

ダ
ー

の
方
々
か
ら
夜
間

外
出
時
に
は
反
射
材
を

着
用
す
る
よ
う

指
導
を
受
け
、

実
際
に
反

射
シ
l

ル
な

ど
を
貼
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

。

続
い
て
行
わ
れ
た

「
悪
徳
商
法
に
御

用
心
」
と
い
う
劇
で
は

、

ヘ
ル
パ
ー

さ

ん
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
が
だ
ま

す
側
の
業
者
や
だ
ま
さ
れ
る
側
の
高
齢

者
を
演
じ

、

見
て
い
た
高
齢
者
に
悪
徳

業
者
の
だ

ま
し
の
手
口
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
し
た

。

昼
食
後
は

、

カ
ー
ド
遊
び
ゃ
ヘ
ル
パ

ー

さ
ん
の
手
品
な
ど
で
楽
し
い
一

日

を

過
ご
し
ま
し
た
。

菅
野
華
泉
句
碑
建
立

月

日
、

菅
野
華
泉
さ
ん
の

句

碑
建
立
の
除
幕
式
が
天
神
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

川
内
町
出
身

で
、

松
山
在
住
の
菅
野

華
泉
さ
ん
は

川
柳

の
指
導
者
と
し
て
各

i

l

k
、

包
9
6
6

・
2
2
2
2

(代
)

句碑と菅野華泉さん

え
ザ
ヲ京ご

Jq 
内

表
)11 
￠、

ノ

ネ土
A 
'0 

同

市議室奈 2 2 葉 市早楠 25 警慶裂
管 fS 」即

刻 照静典茅 j青 千水笹治多度史 柄え
谷幸 波 子花江春穂子子喜一子報

神
の
留
守
さ
れ
ピ

奉
仕
の
掃
除
か
な

錯
垣
に
固
ま
れ
て
ゐ
る
ほ
の
ド
さ
か
な

茅
屋
根
に

棒
黄
葉
の
散
リ
し
き
リ

放
牛
を
背
に
シ
ャ
ッ
タ

ー

や
牧
小
春

歩
を
ゆ
る
め
携
帯
電
話
冬
う
ら
ら

山
里
の
日
和

統
け
リ
柿
暖
簾

片
言
の
日
ご
と
に
増
え
リ
小
六
月

ぇ
、
菜
貰
ふ
虫A
Xひ
跡
の
と

こ
ろ
ピ
‘
」
ろ

声
変
リ
せ
し

子
も
交
リ
亥
の
子
唄

熱
澗
や
女
四
人
の

患
持
る
会

亥
の
子
祝
ぐ
庭
あ
か
あ
か
ピ
灯
L

け
リ

母
と
子
が
砂
に
絵
を
品
く
小
春
凪

嫁
に
来
T

亥
の
子
祝
ぐ
す
ベ
党
え
け
リ

今年も書き損じのはがきや、出 しそびれた
はがきを集めます。 ご協力をお願いします。
はがき入れのポストは 、 1 月末ま で中央公

民館玄関に置きます。 この代金は、 川内 IIfJ 社
会福祉協議会ま ごこ ろ銀行へ贈らせていただ
きます。

・施設訪問(12月中旬)
タオルありがとうござし、ました。 1195枚

集 ま り ました 。 この愛のタオルを持って 、
施設を訪問させていただきます。 また 、 不
月3品や手づくり品もたくさんありがとうご
ざし、ました 。

・桜学級(お正月料理)
12月 10 日 (木 ) 9 : 30 ~ ハーブを使って

石田信枝先生
12月 12EI (七 ) 9 : 30 ~ 牛乳をイ史って

高橋美智代 先生

~婦人会から~

-

-花いっぱい運動
12月 5 日 (土)午前8 : 30~
パーベナの下刈 りをし ます。

ご協力を願える方は、 産業道路へご集合
ください。

・今月のポカシづくり
12月 20 日 ( 日 ) 午後 2 時~
中央公民館大ホール

年末につき、 1 週間はやくさせていただ
きます。



〆
川
柳教
室
を
指
導
。

そ
の
川
柳
教
室
生

や
仲
間
が
中
心
と
な
り

、

句
碑
建
立
を

呼
び
か
け
、
資
金
も
出
し
合
い
、
こ

の
日

の
句
碑
建
立
除
幕
式
と
な
り

ま
し
た
。

句
碑
に
は
「
和
の
中
に
い
る
幸
せ

を
知
る
笑
い
華
泉
」
と
刻
ま
れ
て
い

土
J
F
1レ
ト
ん。

河
川
敷
で
花
植
え

十

一
月
十
日

、

花
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ

宇
和
川
和
喜
子
さ
ん

)

ィ
ア

(
会
長歳満

葉ボタンなどを植える花づくり
ボランテ ィアの皆 さん

十
二
名
が
，
茶
堂
西
古
市
河
川
公
園
‘
に

あ
る
花
壇
で
花
の
植
え
か
え
作
業
を
行

い
ま
し
た

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
っ
き
り
と

美
し
い
花
壇
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た

。

赤
そ
ば
収
穫

十

一
月
十
四
日
、
井
内

で
赤
そ
ば
の

収
穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

，
高
嶺
ル
ビ
l

の
会
‘
が
育
て
た
赤
そ

ば
を
会
員

が
手
刈
し
、
天
日
に

干
し
た

後
、
脱
穀
し
ま
し
た

。

るす凡又
喜
幸

H口
んで機凡又士官

矛

υ
兄nnn 

わu
F

口卜

員
レ

ふ一品

刈
り

取
り
作
業
や

、
足
踏
み
式
脱
穀

機
で
の
脱
穀
作
業
な
ど
で
非
農
家
の
会

員
は
、
少
し
こ
た
え

て
い
る
よ
う
で
し
た

。

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

十

一
月

十
四
日

、

中
央
公
民

館
で
「
こ
ん

に
ゃ
く
づ

く
り
教
室
」

が
行
わ
れ

士
J
F
1レ
ト~。

滑
川
の
内
田
タ
ミ
エ
さ
ん
と
和
田
ヨ

シ
子
さ
ん
の
指
導
で
中

学
生
が
こ
ん
に

ゃ
く
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

。

男
性
料

理
教
室
「
男
肴
倶
楽
部
」
の
協
力
も
得

な
が
ら
な
ん
と
か
こ
ん
に
ゃ
く
に
な
り
、

全
員
で
さ
し
み
に
し
て
味
わ
い
ま
し
た

。

自
然
の
味
に
中
学
生
も
満
足
げ
で
し
た
。

わこう

和康 くん
(12月 7 日生)

匡z_t I 
野口

いたずら織りのほくですが、

どうぞよろしく /

(父 ・ 旬より )

川
柳
も
づ
く
吟
社

喜
撰
亭
選

雨
続
き
着
た
ま
ま
乾
し
て
い
る
案

山
子
田
の
岡
田
州

庇
援
の
祈
リ
ず
っ
し

リ
千
羽

鶴

山
本
ひ
ろ
志

節
く
れ
た
指
が
育
て
た
素
直
な
子
都
築
登
貴
子

歩
く
事
の
楽
し

さ
知
っ
た
車
格
子
松
岡
義
国

島
国
に
生
ま
れ
T

山
に

育
て
ら
れ
波
部
佐
久
良

古
傷
、
が・刀
メ
ラ

に
写
る
胃
検
診
篠
森
美
登
里

計
晶
ピ
実
施
外
れ
て
来
る
ば
か
リ
平
岡
深
舟

ふ
っ
と
虫
る
ふ
ロ
み
笑
い
の
税
客
め
く
佐
々
木
胡
'
舟

真
直
ぐ
に

歩
い
て
い
ま
す
石
頭
田
中
若
挙

や
さ
し

さ
も
ト
ロ

ト

ロ
煮
込
む

母
の
味

山
木
紫
芳

減
反
へ
稲
穂
の
秋
を
額

に
入
れ

高
岡
紫
迅

病
む
人
の
笑
顔
見
た
く
て
花
を
買
い
高
瀬
喜
撰
亭

十
二
月
句
会
御
案
内

日
時

十
二
月

五
日
午
後
七
時

場
所

中
央
公
民
館

宿
題

楽
・

又

(亦
)
・

賞
め
る

(褒
め
る

)

秋
の
夜
長
を
ご

一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

お
越
し
を
待

っ
て
い

ま
す
。

ゅ うが

佑芽 くん
(1 2 月 18 1=1 生 )

(父母より )

来月号は、 1月生まれの満 l 歳

児を募集し ます。 11 月 末日まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメントをお寄せください。

匝三~
近藤

元気で明るく 育ってね /

a画‘



イプブ才メ/ジョブ

口
定ぬ

名

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費

一
部
自
己
負
担

)

口
主
催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

口
受
付
期
間

ロ
月
7

日

間
i

ロ
月
9

日

同

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え

、

松
山
市
山

越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ
ー

(2
9
2
3

・

2
2
0

1

)
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

員

口 口 ・・・・・電 12 日 12..)、

言 3 時時権
喜 同 間間
二 (木) 電題
フ 言舌 Lこ

lf 品 翌塑
ダ ( 目玉~ 三

十 得 議
;v ~、
~ t:コ

ハ
U
司
i

円
L
n
HU
・

ハ
U
円
ノ“
ζ
d

・

-h
d
Fh
u
nH
U

口
相
談
内
容

差
別
問

題
、

い
じ
め

・

体
罰
、

家
庭
及
び
近
隣
関
係
等
人
権
問

題
全
般

(無
料
・
秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、

務
局
職
員

〉
十
法
ス
ト
」
、

+
十A

-
ノ
エロ
n

一
一

-
V
1

圃
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

園
教
育
相
談

口
日

時

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
ぬ
分
i

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

口
内い

じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て

、

本
人
ま
た
は

保
護
者

・

関
係
者
か
ら
の
相
談

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(
鉦
…
料
・
秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談2

9
6
6

・
6
1

5
0

ぜ割

合

園
法
務
総
合
相
談
所
・
外
国
人

圃
乃
た
め
乃
人
雀
去
章
目
炎
斤

・
0
1

・6
0
ノ
・
4
3

告
ヰ
=
一
百
一
F

口
日

時

ロ
月
4

日

幽

叩
時
1

日
時

口
場
所

三
越
松
山
店

8

階
特
別
室

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
公

証
人

、

法
務
局
職
員
、
英
語
通

訳
者

、

中
国
語
通
訳
者

口
主
催

松
山
地
方
法
務
局

、

愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

日
後
援

松
山
合
同
公
証
人
役
場

、

愛
媛

弁
護
士
会

世
界
人
権
宣
言
切
周
年
・

人
権
擁
護
委
員
制
度

切
周
年
記
念
月
間

ロ
月
1

日

か
ら

汎
日
は
、
世
界

人
権
宣
言
切
周
年

・

人
権
抑
護
委

員
制
度
回
周
年
記
念
月
間
で
す
。

子
ど
も
の
「
い
じ
め
」

・

体
罰

の
問
題

、

差
別
、

い
や
が
ら
せ

、

家
庭
問
題

、

近
所
と
の
も
め
こ
と

な
ど
で
お
困

り
の

方
は
、
お
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
又
は

そ
の
支
局
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら

れ
ま
す
。

な
お

川
内
町

の
人
権
擁
護
委
員

は
、
次
の
方
々
で
す
。

O
野
首
恒
明

(市
場
)

2
9
6
6

・

2
5
3
3

O
渡
部

洋
美

(八
幡
)

O
内
田

2
9
6
6

・
3
4
8

1

勝
尉

(滑
川
中

)

宮
9
6
6

・

5

2
2
4

a画‘

ロ ー
IP 日艮日汗リ
2 時売務
(1) 会作

/ 業

製
Eヨ
ロロ

展
刀て

、
7
k
j
-

h
d
k
ナ

;
i

1

i

 

'
t

・

n
MHM
V

1
i
n
什U
V

口
場

所

重
信
町
大
字
見
奈
良
1

2
4
3

の
2 

松
山
刑

務
所

(
2
9
6

4

・
3
3
5
5

)

口
即
亮
品

各
種
タ
ン
ス

・

食
器
戸
棚
等
木

工
家
具
類
、
紳
士
靴
・
ベ
ル
ト



イプブ才メ/ジョブ

等
の
革
製
品

、

漆
器
類

、

石
け

ん
、

み
そ

・

し
よ
う
ゆ

等
の
食

品
、

各
地
の
民
芸
小
物
そ
の

他

多
数
の
小
品
を
多
数
取
り
そ
ろ

え
て
お
り
ま
す

。

口
そ
の
他

ご
来
場
の
皆
様
や
子
ど
も
さ
ん

に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、

模
擬
店
の

開
催
も
計
画

し

て
お
り
ま

す
。

(3
5
0

台
駐

車
可
能
)

園
離
職
者
緊
急
生
活

園
資
金
貸
付
制
度

愛
媛
県
で
は
、

愛
媛
県
労

働
金

庫
と
提
携
し
て

、

本
年

日
月

か
ら

「離
職
者
緊
急
生
活
資
金
貸

付
制

度
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す

。

こ

の

制
度
は

、

離
職
者
を
対
象
に

、

離

職
に
よ
っ

て
生
活
に
必
要
と
な

っ

た

資
金
を

、

労
働
金
庫
を
窓
口
と

し
て

融
資
す
る
も
の
で

、

内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

1
.

対
象

離
職
後
6

カ

月
以
内

の
一雇
用
保

険
受
給
資
格
者
の
う
ち

、

給
付

待
機
者
又
は
求
職
活

動
を

行
っ

て
い
る
者
で

、

か
っ

、

次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
勤
労
者
で
あ

っ
た
者

ァ
.

原
則
と
し
て

、

県
内
に
住

居
を
有
し

、

か
っ

、

そ
の

期
間
が
引
き
続
き
l

年
以

上
で
あ
る
こ
と

。

ィ.
• 
原
則
と
し
て

却
歳
以
上
白

歳
以
下
で
あ
る

こ
と
。

ゥ

.
離
職
前
に
お
い

て
、

原
則

と
し
て

引
き
続
き
l

年
以

上
同

一
事
業
所
に
勤
務
し

て
い

た
こ
と
。

ェ
.
蹴
職
前
に
お

い
て

、

主
と

し
て
そ
の
収
入
に
よ

っ
て

世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て

い
た
こ
と
。

ォ

.
離
職

の
原
因
が

、

懲
役
以

上
の
法
定

刑
に
当

た
る

行

為
で
な
い
こ

と
。

2
.

使
途

離
職
に
よ
っ
て

、

本
人
又
は
扶

養
す
る
者
の
生
活
に

必
要
と
な

っ
た
資
金

3
.

利

率

年
2

.

2
2
%

(固
定
)

4
.

限
度

ハHU
-寸
J
門
叶J

「
3
7
ノ

仁
i

5
.

返

j斉

3

年
以
内

(据
置
6

カ

月
可
)

6
.

そ
の
他

州
愛
媛
県
労

働
者
信
用
基
金
協

会
の

保
証
が
必
要

制
度
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
、

お
申
込
み
は
県

下
各
労
働
金
庫
で

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
国
の
教
育
口

I
/

国
民
金
融
公
庫
で
は

、

高
校

、

短
大

、

大
学

、

専
修
学
校
等
へ
の

、

入
学
費
用
や

、

在
学
中
の
授
業
料

な
ど

の
費
用
を
融
資
す
る
「
国
の

教
育
ロ
l

ン

」
の
申
込
を
受
付
し

て
い
ま
す
。

低
利
で
手
続
き
も
簡

単
で
す
。

口
融
資
額

学
生

・

生
徒
お

一
人
に
つ
き
2

0
0

万
円
以
内

(平
成
叩
年
1

月

4

日
以
降
の
限
度
額
)

口
利
率

年
2

.

5

%
(
固
定
金
利
)

平
成
叩
年
8

月

比
日
現
在

口
返
済
期
間

8

年
以
内

口
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内
で
元
金
据
置
可
能

口
保
証

制
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま

た
は
保
証
人

(l
名
以
上
)

※
6

カ
月
間

以
上
の
海
外
留
学
資

金
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ロ
月
中
の
借
入
を
希
望
の
場
合

は
、

1

5

0

万
円
が
融
資
限
度

と
な
り
ま
す

。

口
問
い
合
わ
せ
先

〒
7

9

0

・

0
0
0

3

L
J

B
J
 

J
'
J
'
-

f
i
t
s
J
 

J
T
|
 

国
民

市
三
番
町
6

の
7

の
3

金
融
公
庫
松
山
支
店

(
包
9
4

-

-
6

1

4
8

)
教
育
ロ
l

ン

係
ま
で

a画‘

.12月三砲の収集目・
清掃センター 電話 966-4989 

1 .もえるごみ

収集 曜 日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

東谷 ・ 西谷
12月 31 日 (木 ) は

月・木 土谷 ・ 滑川 ・ 奥松瀬川
1 2月 30 日 (水 ) に収集

毎 天神 (山田団地 を 除く )

北方東・北方西
変更なし

過 火 ・ 金
南方東・南方西

水・ 土
町西・ 町東 (天神を除 く ) 12月 23 日 (水 ) は

山田団地・繍護団地・前松瀬川 12月 24 日 (木) に収集

2 .もえないごみ・有資源回収

収集地 域 ガラス・空ピン類 空き缶等金物類 有資源回収

東谷・ 西谷

土谷 ・ 滑川・ 奥松瀬川 1 2 月 14 日 ( 月 ) 1 2 月 28 日 ( 月 ) 1 2 月 14 日 ( 月 )

天神 (山田団地を除く )

北方東 ・北方西
1 2月 B 日 (火) 1 2 月 22 日 (火) 1 2 月 15 日 (火)

南方東・ 南方酉

町西 ・ 町東 (天神を除 く )

山田団地・ 横灘団地 1 2 月 9 日 (水 ) 1 2 月 26 日 (土 ) 1 2 月 16 日 (水)

前松瀬川



健康センターか5

12月健康情報
0こころの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆

等の相談をお受けしています。

日 時 12 月 3 日 (木 )
午前 9 時 ~ 12時

場所 健康センター及び家庭訪問
(注) 予約制ですので、事前に保健婦まで

ご連絡下さい。

-UI.D:iì回E・

理学療法士による機能回復の訓練を行って

います。

日 時

「元気なぜl を

n966・2191

円相

廿

場所

対象児

内

置週腎用品店長妻沼圃

O育児相談
日 時 12月 17 日 (木 )

受付午前 9 時 ~ 10時

1~康センタ 1 階

平成10年 5 ' 6 月、平成
9 年10 ・ 11 月生まれの乳

幼児 ( 6 ・ 7 ヵ月児、 l 

歳 1 ' 2 ヵ 月児)
身体計四IJ 、発達チ ェ y ク、

保健指導、栄養指導

母子健康手帳 ・ アンケー

ト (事前に送付します)

場所

対象児

r.亡?市

谷

持参品

内

毎週水曜日

午後 l 時~ 3 n寺
場所 ガリラヤ荘

(j主 ) 1'1:1 し込みが必要ですので 、 保健婦ま
でご連絡下さし、。

f土宍 口
寸 P 口口

E祖・・111.

実施 日 12 月 4 日 ( 金)

fifT 

午前9時30分~ 16時 | 松下寿(株) 松山事業所

ESii院置証明回j~U.

何:週月日程日

午前 8 時30分~ 10時

健康センター

印鑑、登録をしている犬は鑑札、

予防注射済票

日土
寸

場所
t土宍口
寸 F ロロ

士嘉間時

0育児学級

日 時 12 月 1 7 日 (木 )
受付午後 l 時 ~ 2 時

健康センター l 階

平成10年 8 ・ 9 月、平成

10年 1 ' 2 月生まれの乳
児 ( 3 ・ 4 ヵ月児 、 1 0

11 ヵ月児)

身イ本言hlllJ 、発達チ ェ ック、

小児科診察

保健指導、栄養指導
母子健康手帳・アンケー

ト (事前に送付 します )
日

0乳幼児相談
日 時 毎週水曜日

午前 9 時 ~ 1 21侍

場所 健康センター l 階

内容 身体言l'il!lJ 、 育児相談
持参品 母子健康手11 1長

置民家主i唱温

0滑川健康相談
日 時 12 月 9 日 (水)
場所 生活改善センター

午前11時 ~ 12時

午後l時30分 -211寺加分

午後3時 ~4時

場所

対象児

，す."、

往t内

持参品

海上
九!碕

0健康相談 ・ 栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。

健康に関することはお気軽にこ、1モl談

下さし 3 。

日 時

(診療時 11\1 午前 811日O分、午後 5U寺30分 )
-回1~[IJ.l諸iヨ医置

0子育て教室
日 時 12月 15 日 c く )

午前 9 時30分~ 12時

i住民Eセンタ- 21暗
平成 8 年 7 月 ~9 月生ま
れ( 2 歳 3 ヵ月 ~ 5 ヵ月

児)
1 )講話
つくろう」

ブラッシング指導

誠 師 歯科衛生士
2 ) 手作りおやつ試食会
田子健康手帳 ・ アンウー

ト (事前に送付します )
歯ブラシ ・コ ップ ・タオ
Jレ

言苦電所イ主当番医日
毎週水H程日

午前 9 時 ~ 12時

健康センター

l 階運動指導室

0 3 歳児健診

日 時 12月 10 日 (木 )
受付午後 I 時 ~ 2 時

1~康センタ - 2 1措
平成 7 年 4 月 ~ 6 月

身体計ìJlIJ 、 小児科診察、
歯科診察

保健指導、 (栄養 - 歯科 )
母子健康手11長 ・ アンケー

卜 (事前に送付します)

場 所

対象児

内容

持参品
966 

川内 1111 南 方 | 2226 
6 日

(1:1 日程日 )

13 日
( 日 l曜日 )

宇|I:I'J E勾
71<. 所場

ハ
U

ゥ
，
ph
U
 

一
5

p
h
u
 

p
h
u
 

n
吋d-

TJ
 

•
Jr 

,vu 
l
 
l
 

、1
 
1
 

岸本医院

平1 1 川内 IIIJ 北方 1 9663066件l本I.LI 
20 日

( 日 11程日 )-5~[揖詰E軍国

八木耳鼻 H因 | 主信 IIJT 牛測 1 9似ー
H侯科 ・ J支店宇1_ 1 l_l!:. IEl I"J -,- IRJ I 日∞

964-
2411 EV14JE | 亙信州 iITf

病院 | 松山市南梅本|町 1 976 ぺ781 1

23 日
(天皇誕生 日 )

27 日
( 日 11翠日 )

I~:J }II 3 1 日
(大晦 日 )

項

12)月守 l 日 (/ノ

午f後変 2 -3 n寺

母子健康手帳、 予防岐宿!手帳、{本?1WlP"j

事

3 ヵ 月 - 7 歳 6 ヵ月の者。
* 百日 咳にかかったこと のある方は二種混合 ( ジ フテ
リア ・破傷風) を受付で Elj し出て受けて下さし、。

。持参品j~康センター 21;皆所

コ土z

.~、i主と!日
JL.. 象立す時日

。場
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表紙の写真

天候不順で、 2 回延期された第 6 回高齢者大運動
会が11月 9 日、重信川河川敷のふれあい広場で行
われました。

参加者は好天のもと、童心にかえって競技を楽
しみました。

町の動き
( 11 月 1 日現在)

11 ，045人(- 6人)

5，237人(+ 4人)

5，808人(ー10人 )

口

男

人

(- 1 戸 )3 ，729戸

女

世帯数

戸籍の窓
( 10月受付分 ・ 敬称11惜)

""'_・

すお誕生おめでとうござ いま す

川
上
駅
の
お
も
か
げ

明
治
以
前

、
川
上
神
社
の
南
を
東
西
に
通
る
金

毘
羅
街
道
の
両
側
に
は
伝
馬
屋

・

宿
屋

・

商
店
が

立
ち
並
び

、

非
常
に
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た

。

，
A
び
オ

こ

の
辺
り
に
は
、
鍵
屋
、
戎
屋

、

米
田
屋
な
ど

昔
の
屋
号
で
呼
ば
れ
て
い
る
家
々
が
今
も
あ
り
、

で
ご
紹
介
し
た
西
門
さ
ん

「
か
わ
、
っ
ち
探
検
隊
」

も
こ
の
近
く
に
あ
り
ま
す

。

写
真
は

、

昭
和
三
十
年
代
初
め
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
す
が

、

鍵
屋
(
坂
本
家
)
の
前
に
は
常
夜

当
時
の
繁
栄
を
し
の
ば
せ
る
風
情
が

燈
も
あ
り
、

あ
り
ま
し
た

。

(
写
真提
供

井
内
四

i

一

H

一
一|

い
川
川
川白
寸
イ
ノ

孝
さ
ん

な
つ
か
し

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
l

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

イ主 戸斤 保 護者 名同リ 生年月 日

板 石 川 広行 i年決 9. 27 
横滋団地 3 吉田 5山']'のの 干カE 9. 29 
茶堂団地 渡部修日l 美，会 ìÎJi. 9. 29 
/::1 if!� 近藤栄一 "苔J り 10. 7 

ι~j 寺田淳泰 Jf{~'一千 10. 12 
森 岩本春生 在J~糸 10. 13 

高 木 武井真美 ぬ走、 10. 10 
徳 仁1 家森政志 i\~ 品t 10. 19 
旬i 免 青ti!Ï' {I!J- 10. 20 

安ごめい福をお祈 り いたし ま す

住 所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

I=:I 玉井 i青 62 9.27 玉井 n!j" 
勺1心前、 ゴcゴ1 竹内 n子 50 10. 3 竹内 1え

主"主、 1己u 武 EEI 正子 93 10. 6 立た旺I J:E子

皮 杉 l京ナガヱ 74 10. 12 杉原 勉

高 木 i i1J中一l 勉 53 10.25 i可村 勉 |

ら
、
気
が
つ

慌
た
だ
し

さ
に
背
中
を

押
さ
れ
な
が

け
ば
も
う
す

円/
U7
1
1
d
O

ノ
〈\

1
i
仁
ト
'

あ
っ
と
い
う
問
の

一
年
で
し
た

が

や
り
残
し
た
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。
来
年
こ
そ
は

、

あ
ん
な

特
集
や
こ
ん
な
特
集
も

、

と
思
い

な
が
ら
で
き
ず
に
早
五
年
が
経
と

っ
と
し
て
い
ま
す
。

私
生
活
も
同
様
で

、

先
送
り
す

る
こ
と
ば
か
り
で
す

。

や
は
り
締

切
り
が
な
い
と
い
け
な
い
体
質
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

。

編集/J II内町総務課

1' 79ト0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/岡田印刷
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上
の
写
真
は
、
下
之
町
の
渡
部
家

(西
門
さ
ん

)

の
旧
宅
の

屋
根
に
あ
っ

た
鬼
瓦
で
す
。

屋
根
の
大
棟
の
両
端
に
あ
る
大
ぶ
り
な
鬼
瓦
と

、

降
棟
、
隅
棟
な
ど
の
先
端
に
あ
る
少
し

小
ぶ
り
の
鬼

瓦
が
、
四
方
に
に
ら

み
を
き
か
せ
て
い
ま
し
た

。

渡
部
家
(
西
門
さ
ん
)
の
鬼
瓦

渡部家旧宅の鬼瓦

鬼
瓦
の
形
相
は

、

ま
さ
に
鬼
気
せ
ま
る
も
の
が
あ

り
、

素
人
目
に
も
「
い
い
仕

事
で
す
ね
」
と
い
い
た

く
な
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
鬼
瓦
は
、
江

戸
時
代

、

幕
府
の
役
人
「
巡
見

の
お
宿
を
務
め
た

豪
農
渡
部
家
の
繁
栄
を
し
の

つ
で
す
。

企

4 

ば使
せ 」

る
も
の
の


